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現代に活きる溝（うなで）：
農業用水路の概念を超えた“郷土史再発見水路”

◆よみがえる古代の人工水路

裂田の溝(うなで)は古代の用水が現代の用水路としても使用されている貴重な遺
跡です。日本書紀には「…溝(うなで)を掘っていると、大岩に突き当たり、それ以
上進めなくなり、神に祈ったところ、雷が落ち、その大岩が裂けて水を通すことが
できた…」と書かれ、裂田の溝（さくたのうなで）の名前の由来にもなっています。
今では地元那珂川町の文化財散策コースとして、郷土の歴史を知る学習教育ゾーン
に位置づけられています。地域の台地・低地の違いを見事に棲み分けてきた先人の
知恵に敬意を払いたい気持ちです。
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